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宗
像
市
海
間
さ

神
郡
宗
像
に
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
『
海
開
一

き
』
神
事
が
、
六
月
二
十
八
旦
月
）
午
前
＋
時
か
ら
、
宗
一

像
観
光
協
会
（
会
長
1
1
吉
武
邦
彦
氏
）
主
催
で
行
わ
れ
た
。
一

宗
梅
雨
の
中
休
み
、
真
夏
の
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
た
空
―

の
下
、
当
大
社
高
向
権
宮
司
以
下
神
職
二
名
が
宗
像
一

市
神
湊
海
岸
に
出
向
。
海
川
山
野
の
神
隈
が
お
供
え
ー

さ
れ
た
砂
浜
の
祭
壇
で
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
（
会
一

長
1
1

原
重
司
氏
）
、
神
湊
飲
食
店
組
合
（
会
長

1
1
安
部
一

修
市
氏
）
、
水
難
救
助
所
（
所
長

1
1

三
苫
健
二
氏
）
ら
、
一

海
に
携
わ
る
各
関
係
者
が
参
列
し
、
『
海
難
事
故
の
無
一

い
よ
う
に
』
、
『
沢
山
の
皆
様
が
宗
像
の
一

海
を
訪
れ
る
よ
う
に
』
と
敬
虔
な
祈
り
一

を
捧
げ
た
。

神
湊
海
岸
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
一

神
職
が
二
手
に
分
か
れ
、
深
浜
海
岸
、
一

鐘
崎
漁
港
、
五
月
松
原
、
江
口
浜
（
江
口
）
、
一

勝
浦
海
岸
（
津
屋
崎
）
な
ど
、
市
内
の
各
一

海
水
浴
場
へ
向
か
い
清
祓
を
行
っ
た
。
一

祭
典
後
は
、
同
市
内
の
食
事
処
『
海
彦
』
一

で
直
会
が
催
さ
れ
、
宗
像
の
観
光
事
業
一

の
将
来
に
つ
い
て
な
ど
の
話
臨
に
花
が
一

咲
い
た
。

宗
像
の
海
は
海
水
の
透
明
度
が
高
く
、
一

国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
て
い
る
美
し
一

い
砂
浜
で
あ
る
。
ま
た
『
釣
り
ア
ジ
玄
一

ち
ゃ
ん
』
『
玄
海
と
ら
ふ
く
』
『
玄
海
活
イ
ー

カ
』
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
魚
に
代
表
さ
れ
る
一

海
の
幸
を
有
し
、
県
内
で
も
人
気
の
海
~

8月祭事暦

つきなみ

〇毎月 1 • 15日月次祭

午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭
り 1 ぎ，:,:き

宗像護国神社
月命日祭(I 日）
遥拝（ 15 日）

午前 11 時～
象怒社祭
浦安舞奉奏(|日）
豊栄舞奉奏(15 日）

07日午後8時～
中津宮七夕祭
於＝筑前大島中津宮

015日午後7時～
宗像護国神社千灯明
於＝宗像護国神社

祈リを捧げる吉武会長

水
浴
場
で
あ
る
。
吉
武
観
光
協
会
長
は
「
観
光
客
の
皆

様
に
は
、
海
で
は
無
理
を
せ
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、
皆

が
楽
し
く
海
の
恵
を
享
受
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話

さ
れ
て
い
た
。

これ 1 枚で、

---------ｭ誕生！

------ｭ出光カードまいと79゜ラス
I ご入会は、最寄りの出光サーピスステーションヘどうぞ． I 
出光クレジット株式会社／出光興産株式会社

［出光カード会貝サーピスデスク］ 03-5996-1236
(9:00~18:00 年中慧休／元旦鯰く）

ホームベージ WWW. idem its u.co.j p 
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る
た
大
会
が
実
施
さ
れ
、
今
回
で
二
十
八
回
目
と
な
i

っ
た
。

ま
た
、
今
年
は
競
技
か
る
た
が
制
定
さ
れ
て
一
0
-

0
周
年
で
あ
り
、
十
三
日
の
開
会
式
で
は
当
大
社
が
｛

全
日
本
か
る
た
協
会
よ
り
表
彰
を
受
け
、
高
向
権
宮
｛

司
が
記
念
の
賞
状
を
受
け
た
。

一
週
目
の
十
三
日
は
初
心
者
を
中
心
に
D
.
E
級
の
｛

試
合
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生
を
中
心
に
九
｛

州
各
県
か
ら
一
四
一
人
が
参
集
し
、
夕
刻
｛

ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
~

二
週
目
の
二
十
日
は
上
級
者
のA
.
B
·
{

C
級
（
有
段
者
）
の
試
合
で
、
高
・
大
学
生
、
]

社
会
人
を
中
心
に
実
力
者
が
、
九
州
各
県
｛

は
勿
論
、
関
西
・
関
東
か
ら
も
一
―
二
人
が
｛

参
集
し
、
緊
迫
し
た
手
に
汗
握
る
熱
戦
が
｛

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
~

特
に
上
級
者
で
競
う
A
級
は
実
力
が
伯
仲
、
一

白
熱
し
た
試
合
の
末
、
大
会
史
上
初
め
て
宗
｛

像
市
か
ら
優
勝
者
が
出
た
。
栄
冠
に
輝
い
た
｛

臼
井
百
合
子
さ
ん
は
宗
像
市
三
郎
丸
在
住
、
｛

九
オ
で
か
る
た
を
始
め
、
現
在
は
三
人
の
子
｛

供
さ
ん
を
育
て
な
が
ら
日
々
研
鍬
を
槙
ま
れ
｛

て
い
る
。

大
会
関
係
者
も
「
か
る
た
競
技
一
0
0
周
｛

年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
初
め
て
地
元
宗
｝

像
か
ら
A
級
優
勝
者
が
出
て
、
御
神
威
を
i

感
じ
さ
せ
る
良
い
大
会
と
な
っ
た
」
と
語
っ
~

鳥人
~ -~ • 

六
月
十
三
・
ニ
十
日
の
両
日
、
第
二
十
八
回
宗
像
―

大
社
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催

1
1

宗
像
大
社
、
一

社
団
法
人
全
日
本
か
る
た
協
会
、
主
管
1
1
九
州
か
る
一

た
協
会
、
後
援1
1

宗
像
市
教
育
委
員
会
）
が
、
当
大
社
~

清
明
殿
・
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。
~

当
大
社
で
は
伝
統
文
化
の
継
承
と
青
少
年
の
情
操
一

教
育
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
こ
の
か
一

-
4
 

i
 

札を取る瞬間 (20日の有段者の部にて）

競
技
か
る
た
制
定
一0
0
周
年
記
念

第
二
十
八
回
宗
像
大
社
小
倉
百
人
一
首

か
る
た
大
会

A
級
（
二
十
九
人
）

優
勝
臼
井
百
合
子

準
優
勝
塚
口
井
公
子

三
位
伊
藤
裕
之

三
位
中
島
実
穂
子

B
級
（
三
十
七
人
）

優
勝
安
元
ゆ
ら

準
優
勝
型
田
愛
美

三
位
田
中
在

三
位
今
坂
友
香

C
級
（
四
十
六
人
）

優
勝
檜
谷
舞

準
優
勝
奥
ま
ど
か

三
位
今
川
鮎
美

三
位
高
倉
康
佑

D
級
（
五
十
七
人
）

A
パ
ー
ト

優
勝
長
塚
恵

準
優
勝
後
藤
維
大

B
パ
ー
ト

優
勝
田
添
素
良
（
熊
本
西
高
・
熊
本
県
）

準
優
勝
城
戸
理
美
（
宇
美
か
る
た
会
・
幅
岡
県
）

初
心
者
級
・
中
学
生
以
上
（
三
十
二
人
）

優
勝
武
次
由
佳
（
長
崎
北
高
・
長
崎
県
）

準
優
勝
森
愛
三
美
（
長
崎
南
高
・
長
崎
県
）

初
心
者
級
・
小
学
生
以
上
(
+
人
）

優
勝
福
烏
幸
奈
（
新
田
厭
か
る
た
会
・
福
岡
県
）

準
優
勝
樋
口
侑
美
（
中
津
か
る
た
会
・
大
分
県
）

（
北
陵
高
・
熊
本
県
）

（
大
分
県
か
る
た
協
会
）

て
い
た
。

表
彰
式
が
終
る
と
、
一
同
互
い
の
健
闘
を
称
え
合

い
、
次
回
の
再
会
を
督
い
大
社
を
後
に
し
た
。

（
九
州
か
る
た
協
会
・
宗
像
市
）

（
篠
山
か
る
た
協
会
・
兵
庫
県
）

（
宮
崎
県
か
る
た
協
会
）

（
九
州
か
る
た
協
会
）

弱
場
か
る
た
協
会
・
東
京
都
）

（
島
根
郎
か
る
た
協
会
）

（
慶
應
か
る
た
協
会
）

（
熊
本
県
か
る
た
協
会
）

（
島
根
県
か
る
た
協
会
）

（
九
州
か
る
た
協
会
）

天
分
県
か
る
た
協
会
）

（
大
分
県
か
る
た
協
会
）

各
段
・
各
級
の
成
組
は
左
記
の
通
り
。

/DEX 
三つのソリューションで、 あなたのもっと身近へ。

株式会社新出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4134 
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鳩但勝の臼井さん（右）と準但勝の塚口さん（左） 全日本かるた協会より感謝状を受け取る高向権宮司 開会式でのお祓い
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

競
技
か
る
た
を
行
う
団
体
と
し
て
は
『
社
団
法
人
全
日
本
か
る
た
協
会
j
が
あ
り
、
そ
の
傘
下
に
全
国
約

0
0
の
競
技
団
体
が
あ
る
。
（
当
大
社
の
大
会
を
主
管
す
る
の
は
『
九
州
か
る
た
協
会
』
で
あ
る
）
競
技
人
口

は
現
在
約
一0
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
『
競
技
か
る
た
』
の
ル
ー
ル
だ
が
、
か
る
た
と
圃
く
と
大
勢
で
札
を
囲
み
、
読
み
手
が
読
ん
だ
和
歌

の
下
の
句
が
書
か
れ
た
取
り
札
を
探
す
場
面
を
想
像
す
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
お
座
敷
か
る
た
j
ま
た

は
『
散
ら
し
取
りEと
呼
ば
れ
る
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
競
技
か
る
た
は
、
一
対
一
で
行
い
、
取
っ
た
枚
数
で
勝

敗
を
争
う
の
で
は
な
く
、
先
に
手
元
の
札
を
無
く
し
た
方
、

0
枚
に
な
っ
た
方
の
勝
ち
で
あ
る
。

試
合
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
『
小
倉
百
人
一
首
』
の
札
で
、
一

0
0
枚
の
内
五
0
枚
を
使
う
。
つ
ま
り
残
り
の
五0
枚
の
札
は
読
み
手
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
も
の
の
、
そ

の
場
に
は
存
在
せ
ず
取
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
『
空
札
』
と
な
る
。
こ
の
空
札
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
場
に
無

い
札
を
触
る
お
手
つ
き
が
発
生
し
、
競
技
の
而
白
さ
が
増
す
の
で
あ
る
。

似
た
よ
う
な
ル
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
が
打
数
の
少
な
さ
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
競
う
の
と

似
て
い
る
が
、
ゼ
ロ1
1
零
を
目
指
す
競
技
と
い
う
の
は
世
界
を
み
て
も
『
か
る
た
』
の
み
で
あ
り
、
我
が
国

独
自
の
文
化
が
造
り
だ
し
た
世
界
に
誇
れ
る
競
技
で
あ
る
。

神
社
界
と
の
関
係
も
深
く
、
第
一
回
目
（
明
治
三
十
七
年
二
月
十
一
日
）
こ
そ
東
京
・
日
本
橋
の
常
盤
木
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
の
第
二
回
大
会
は
東
京
・
麹
町
の
日
枝
神
社
が
会
場
と
な
っ
て
お
り
、

最
大
の
タ
イ
ト
ル
戦
で
あ
る
名
人
位
・
ク
イ
ー
ン
位
の
争
布
戦
は
、
毎
年
正
月
に
滋
買
眼
の
近
江
神
宮
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
三
大
タ
イ
ト
ル
の
一
っ
選
手
権
大
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
熱
田
神
宮
を
会
場
に
始
め
ら
れ
て
お

り
（
現
在
は
盟
田
市
で
開
催
）
、
京
都
・
八
坂
神
社
で
は
『
か
る
た
始
め
神
事
j
と
い
う
年
中
祭
事
の

て
行
わ
れ
て
い
る
社
も
あ
る
。

つ
と
し

よ
ろ
ず
ち
ょ
う
ほ
う

『
か
る
た
競
技lは
、
日
露
開
戦
の
明
治
三
十
七
年(
-
l
L
O
四
）
新
聞
『
萬
朝
報
』
（
明
治
末
期
の
日
本
最
大

発
行
部
数
を
誇
っ
た
日
刊
紙
）
の
社
主
と
主
筆
を
非
ね
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
黒
岩
周
六
（
涙
香
）
に
よ
り

創
始
さ
れ
た
。

現
在
『
競
技
か
る
た
の
父
j
と
も
称
さ
れ
て
い
る
彼
は
、
自
社
新
聞
の
購
読
者
拡
大
策
の
一
環
と
し
て
『
百

人
一
首
か
る
た
j
に
注
目
し
、
そ
れ
ま
で
統
一
し
た
ル
ー
ル
は
存
在
せ
ず
、
各
会
こ
と
に
競
技
方
法
が
ま
ち

ま
ち
で
あ
っ
た
も
の
を
、
朝
報
社
員
や
一
古
回
生
（
現

1
1
東
大
）
ら
と
試
行
錯
誤
の
末
、
ル
ー
ル
の
統
一
を
進
め

こ
。t
 

エネルギーに関する
ベスト・パートナーを目指します。

お客さまの声に』咸心誠意耳を傾けること。

エネルギーに関する様々なご要望をワンストップで受け

止め、グループの総合力を駆使して対応させていただ＜

こと。それが九州電力のエネルギー・ソリューション。

私たちは、お客さまとガソチリとスクラムを組み、エネ

ルギーという幅広いフィールドの中で、エネルギーの

効率的利用やお客さま設備に関するアドバイスなどに

柔軟に対応できるベスト・パートナーを目指します。

”元i‘’l面電な力
http:/ /¥V¥V¥V. kyuden.co.jp/solution/index. html 
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福
岡
発
地
域
ド
ラ
マ
『
玄
海
＼
私
の
海
へ
＼
」

第
三
十
回
放
送
文
化
基
金
賞

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
本
賞
受
賞

昨
夏
、
宗
像
市
鐘
崎
を
中
心
に
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
、
一

N
H
K
福
岡
放
送
局
制
作
の
福
岡
発
地
域
ド
ラ
マ
『
玄
一

海
S

私
の
海
ヘ
ー
』
が
、
第
三
十
回
放
送
文
化
埜
金
一

賞
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
で
本
賞
を
受
賞
し
、
七
月
一

三
日
鐘
崎
の
国
民
宿
舎
『
び
び
き
』
で

N
H
K
福
岡
放
一

送
局
長
以
下
同
局
関
係
者
、
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
一

宗
像
市
長
以
下
行
政
関
係
者
、
地
元
撮
影
協
力
者
で
一

受
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
当
大
社
か
ら
も
神
職
二
名
一

が
出
席
し
た
。

『
玄
海
』
は
、
福
岡
県
で
も
有
数
の
水
揚
高
を
ほ
こ
一

る
、
宗
像
市
の
鐘
崎
漁
港
で
生
ま
ー

れ
育
っ
た
主
人
公
沖
田
海
生
（
大
束
一

友
紀
）
が
、
父
で
あ
り
網
船
団
の
船
一

頭
で
あ
る
宗
一
（
原
田
大
二
郎
）
と
の
一

暮
ら
し
の
中
で
、
海
で
生
き
る
こ
一

と
の
決
意
を
固
め
て
い
く
作
品
。
一

鐘
崎
で
は
、
子
供
を
産
む
女
性
一

を
危
険
な
目
に
遭
わ
せ
な
い
た
め
、
一

女
性
が
漁
師
に
な
る
こ
と
は
認
め
一

ら
れ
て
お
ら
ず
、
漁
師
の
拠
り
所
一

と
す
る
当
大
社
『
沖
ノ
島
』
も
同
じ
ー

く
女
人
禁
制
で
あ
る
。
作
品
評
で
一

は
「
風
景
を
借
り
る
だ
け
で
な
く
、
一

ヽ
~

一
そ
の
地
域
の
現
実
問
題
を
元
に
、
一

ンシE
そ
こ
で
し
か
作
れ
な
い
ド
ラ
マ
に
一

ド
仕
上
が
っ
て
い
る
。
地
域
放
送
局
一

ラ公
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
今
後
の
ド
ー

人主
ラ
マ
の
―
つ
の
あ
り
方
を
示
し
た
一

る湿
作
品
」
と
の
評
を
受
け
た
。

の
実
際
、
当
大
社
も
境
内
の
撮
影
‘
―

釦てめ
神
職
の
出
演
（
後
姿
の
み
）
は
勿
論
、
一

初

んさ紀友束大ため務を役生海田沖の公豆

『
五
月
寮
』
を
ス
タ
ッ
フ
宿
泊
場
に
提
供
す
る
な
ど
全

面
的
に
協
力
、
鐘
崎
で
は
総
勢
五
十
人
の
本
物
の
漁

師
が
出
演
、
延
べ
三
百
人
の
方
々
が
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
撮
影
に
参
加
し
、
地
域
を
あ
げ
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
。

放
映
は
総
合
テ
レ
ビ
は
勿
論
、BS
で
も
放
送
、

再
放
送
さ
れ
各
地
で
反
響
を
呼
ん
だ
。

こ
の
賞
だ
が
、
昨
年
は
該
当
作
品
が
無
く
、
か
つ

て
は
『
大
地
の
子
』
が
受
賞
し
た
ほ
ど
の
大
賞
で
、
賞

金
は
一
五0
万
円
。
『
玄
海
』
の
他
に
N
H
K
の
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
ド
ラ
マ
館
『
蝉
し
ぐ
れ
』
も
同
時
受
賞
し
た
。

ま
た
主
演
の
大
束
友
紀
さ
ん
は
、
岸
本
加
代
子
(
+

六
回
）
大
竹
し
の
ぶ
(
+
七
回
）
筒
井
道
隆
（
二
十
回
）
桃

井
か
お
り
（
二
十
五
回
）
市
原
悦
子
（
二
十
八
回
）
ら
鍔
々

た
る
俳
優
が
受
賞
し
て
い
る
個
別
分
野
賞
の
出
演
者

賞
を
、
な
ん
と
デ
ビ
ュ
ー
作
で
受
賞
し
、
今
後
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

祝
賀
会
は
、N
H
K
福
岡
放
送
局
長
が
一
同
に
受

賞
報
告
、
現
場
で
撮
影
を
行
っ
た
同
局
の
東
山
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
「
玄
海
に
生
き
る
皆
様
が
い
た
だ
い
た

賞
で
す
」
と
の
挨
拶
を
行
い
、
一
同
『
び
び
き
』
最
上

階
で
、
玄
界
灘
に
沈
む
美
し
い
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
、

昨
夏
の
撮
影
話
を
懐
か
し
み
、
受
賞
を
喜
び
あ
っ
た
。ANA's忙
Adventure HOKKAIDO 

GRAND 
BAZAR 

ANA's 
アドペンチャー北渾道 レンタカーブラン 3日闊

おひとり● ¥41,100~･101,700 2004.8/1 →10/31 襴胃覺
レンタカーSクラス利用、札蠣金日室ホテル・鯛鱚金日室ホテル［ともに11食2国付］および躙等クラス利用

主儘：ANAセールス＆ツアーズ株式会社 〒105•7134 東京都港区東新欄1丁目5蕃2号汐留シティセンター
（国土交通大臣登録旅行彙第1656号）（社）日本旅行業協会正会員

◎ツアーに霞するお閏い合わせ•お車し込みはお近くのANA楯定簾行食社または下記ANAスカイホリデー予約案内センターヘ．

遠福岡（092)720-8607
ツアー情帽の詳纏・バンフレット●求は下記ホームベージヘ。 www.atou 『 .co.Jp/hokkaldo
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谷川・羽生名人宗像大社に来たる

第45期王位戦宗像対屈・前夜祭の御案内
ちょくしかん

来る8月25·26の両日当大社勅使館で、第四十五期王位戦宗像対局七勝負第四局（主催＝日本将棋連盟、

西日本新聞社、後援＝宗像市、宗像市教育委員会、宗像大社、宗像観光協会、宗像ユリックス他）が開催され

ます。

前日の24日には、玄海ロイヤルホテルで前夜祭が開催され、対局する谷川浩司二冠（王位・将王）、羽生善治王座

も出席されます。将棋界を代表する御二人にお会いしたい方は、是非御参加下さい。（記念撮影可、サイン不可）

尚、対局当日は宗像ユリックスで、インターネットで中継されます。

♦巾し込み／ハガキに住所、氏名．＂‘,竃U• りと r嗣•
と畑しJ9日亭麟●9と事重鳥文化スポーツ●
位鵬l 籐(T810-8721 纂●m中費区天衿1-•-
あてお摩し込みください．8n1
胃鼠● 99退＇）し●す．

●とき／8月 26日（＊）
胃”● 9遭9 午復3闘～終●まで ，そ二9-W鼠麟I

••• 0 • O• 
・り●った 9...亀の檸． ．．．．．．．．と•の喜〇●●

：ばヰm：：:.::~ばヽ小'==•ば＝マf•
..貪•4..つ....

♦ところ／寛●ユリックス9-•軍●●”'1 ◆入蠅"/•料．mし込みも不饗でT.

q :巴i門59巴，？：竺竺·ど竺9さい竺竺巴2竺？？／
1 ．憧IJ/：き宗露門、記閃懇烹烹悶竺円ば空笠9舟戸；；幻盆レホテル 1

口重置ヨ
日時 8月 24日（火）午後6時～

会場玄海ロイヤルホテル（宗像市）

参加費 7, 000円（税込み）

宗像大社、アクシス玄海、

宗像ユリックスにて 前売り券販売中

お問い合わせ

宗像大社広報課＝大塚

電話(0940)62-1 31 1 〈代〉

Im司
日 時 8月 25·26（水・木）両日とも午前9時～

会場宗像大社勅使館

中 継①当日は、宗像ユリックスで生中継（午前

9時～）され、指導対局、大盤解説など

も行われます。（参加無料）

②インターネットでも中継しております。

下記の西日本新聞社ホームページで御覧下さい。

http://www. n is hi nip po n. co.j p/j i gy o u 

/2004jigyou/ 45oui/ (8月 13日オープン予定）

※ご周知の通り、対局では静寂が一番大切でございます。当日当大社にお越しいただいても、対局の様子を見ることは一切出来ません。
上記いづれかの方法で御跨下さい。

宗像大社御神酒醸造元

勝屋酒造合名会社
社長山本博次

福岡県宗像市大字赤間957

；責岱i団
べ
一
：！神；•
ii索叶：
i {象

TEL(0940)32-3010 FAX(094-0) 32-4-772 

窮｀ ; 9 

宗像が生んだ洋画壇の巨匠

中村研ー・琢二兄弟の原画を展示
くす

ギャラリ＿「根取の易ミ」
毎月第 1 土～月曜 開館（三日間）

AMl0:00~PM6:00 
代表中村嘉彦

福岡県宗像市原町 159
090-7 4 78-8920 

嘉中西見斉命し上サぐます
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祭
』
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
~

の
宗
像
が
誇
る
七
夕
発
祥
伝
~

説
を
通
し
て
、
子
供
達
に
何
｛

か
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
｛

今
回
J
R

東
郷
駅
長
の
呼
び
｛

か
け
で
行
わ
れ
た
。
｛

肖
且
、
令
沓
盟
靡
々
｛

長
、
日
の
里
東
保
育
園
々
長
、
｛

園
児
ら
が
当
大
社
本
殿
で
｛

心
願
成
就
祈
願
を
し
、
節
~

竹
の
消
祓
を
受
け
た
後
、
｛

J
R

東
郷
駅
に
移
動
。
｛

同
園
年
長
の
園
児
三
十
三
｛

名
に
、
当
大
社
か
ら
巫
女
が
｛

三
名
、
同
駅
員
ら
も
加
わ
り
、
i

お
祓
い
を
さ
れ
た
『
節
竹
』
に
｛

思
い
思
い
の
願
い
事
を
書
い
一

た
短
冊
を
付
け
、
改
札
口
近
i

く
に
飾
っ
た
。
―

そ
し
て
園
児
ら
が
『
七
夕
｛

の
歌
』
『
花
』
を
合
唱
す
る
と
、
｛

駅
構
内
は
七
タ
一
色
と
な
~

り
駅
利
用
者
も
足
を
止
め
—

暫
し
見
入
り
、
巫
女
が
園
―

六
月
三
十
日
当
大
社
参
拝
時
の
下
車
駅
で
あ
る
J
一
児
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
参
拝
記
念
品
を
渡
す
と
、
園
児
｛

R

東
郷
駅
の
構
内
に
、
同
駅
近
く
の
日
の
里
東
保
育
｛
た
ち
は
満
面
の
笑
み
で
受
け
取
っ
て
い
た
。
｛

園
児
ら
三
十
三
名
と
巫
女
が
、
『
七
夕
飾
り
』
を
飾
り
｛
行
事
後
、
今
永
駅
長
は
「
宗
像
が
誇
る
『
七
夕
行
一

付
け
た
。
｛
事
』
を
通
し
て
、
駅
の
事
、
巫
女
さ
ん
の
こ
と
、
大
―

七
夕
伝
説
は
当
大
社
中
津
宮
（
筑
前
大
島
）
が
発
祥
と
｛
社
の
こ
と
何
で
も
い
い
か
ら
思
い
出
に
な
っ
て
く
れ
―

さ
れ
、
先
月
二
十
三
日
に
は
七
夕
を
記
念
し
た
『
中
津
宮
ー
た
ら
嬉
し
い
。
何
よ
り
も
子
供
達
の
笑
顔
を
見
る
こ
―

七
夕
揮
睾
会
』
、
今
月
七
日
に
は
恒
例
の
『
中
津
宮
七
タ
ー
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
~

\ 

JR東郷駅での飾り付け

J

R
東
郷
駅
に
七
夕
飾
り

本殿で、お祓いを受ける東郷駅長・園長・園児代表ら

I 
＼ー： i I •や＿
大合唱する園児たち

‘
翔
ぶ
。

九州新幹線つばめ
博多駅～鹿児島中央駅... 
博多 旦栖 久留米大牟田

リレ一つばめ
RELAY TSUBAME . 

新八代 新水俣

新幹線つばめ
SHINKANSEN TSUBAME 

. 
出水

/ 

最速2時間 10分.. 
熊本 新八代

■ ■ 

川内 鹿児島中央

/ヽ -_j¥¥ '''"' 

：岩寮． KYUSHUSHINKANSEN TSU BAME 800 
・め +'.'PRODUCED BY KYUSHU RAILWAY COMPANY ~l~CE 2004 
”:•!'•· FROM SHIN-YATSUSHIRO TO KAGOSHIMA・ CHUO J 

JR九州

驀 中西見斉疇し上サr ま す
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五
月
二
十
七
日
、
沖
津
宮
現
地
大
祭
に
数
年
ぶ
り
一

に
参
加
し
た
。
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
世
界
遺
産
一

の
話
題
も
あ
っ
て
、
参
加
者
は
例
年
に
な
く
二
百
五
i

十
名
が
参
拝
し
た
。

昨
年
の
豪
雨
被
害
も
一
部
祭
祀
遺
跡
の
崩
落
と
頂
~

上
燈
台
に
至
る
道
路
の
損
壊
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
一

沖
津
宮
周
辺
と
路
は
原
生
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
為
か
、
一

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
島
に
あ
が
っ
て
周
辺
｛

（続）

公
＃

ハ
·
·
ー
、

]
て
「
『
大
王
の
柩
』
実
験
航
海
」
。
熊
本
県
・
宇
土
で
は
ピ

：
ン
ク
石
の
石
棺
が
製
作
中
で
あ
る
。

｛
古
代
船
は
志
賀
島
の
造
船
所
で
建
造
さ
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
マ
ッ

一
巨
大
な
米
松
二
本
、
そ
れ
を
電
動
ノ
コ
で
切
り
船
底

一
部
が
造
ら
れ
、
志
賀
の
船
大
工
が
ノ
コ
や
ノ
ミ
で
形

：
を
整
え
て
い
く
。
私
も
元
西
南
学
院
大
学
教
授
長
洋

｛
一
先
生
と
そ
の
作
業
を
半
日
見
て
き
た
。
先
生
は
感

の
漂
着
物
の
状
況
を
調
べ
た
が
、
旧
三
位
社
一
激
さ
れ
、
万
薬
調
の
長
歌
”
志
賀
の
匠
“
（
船
大
工
）
賛

下
付
近
側
は
巨
大
な
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
問
ー
歌
を
つ
く
ら
れ
、
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
楽

に
は
さ
ま
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
塊
が
あ
｛
し
み
な
企
画
で
あ
る
。

っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
避
難
港
側
は
漁
船
の
｝
次
も
舟
の
話
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
『
古
賀
市
立
歴

出
入
り
も
多
い
せ
い
か
、
護
岸
と
波
消
ブ
ロ
｛
史
資
料
館
』
で
は
、
夏
の
企
画
展
と
し
て
、
極
北
の
民

ッ
ク
の
間
に
は
ポ
リ
袋
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
｛
ア
リ
ュ
ー
ト
の
カ
ヤ
ッ
ク
を
復
元
展
示
す
る
。
期
間

品
の
容
器
等
が
若
干
見
ら
れ
た
。
漁
業
従
事
｛
は
七
月
十
九
日
（
祝
）
か
ら
八
月
二
十
二
日
（
日
）
ま
で
、

者
の
出
す
ゴ
ミ
は
、
す
べ
て
持
ち
帰
り
の
徹
一
八
月
七
・
八
日
は
公
開
制
作
、
八
日
の
二
時
か
ら
『
サ

底
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
漂
着
物
ら
し
い
も
の
]
ン
フ
レ
ア
こ
が
』
二
階
視
聴
舜
室
で
カ
ヤ
ッ
ク
制
作
講

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
話
も
行
う
。
講
話
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
製
作
者
の
第
一

五
二
七
年
（
継
体
二
十
一
年
）
継
体
天
臭
の
一
人
者
・
大
田
八
州
徳
氏
。

時
、
筑
紫
の
磐
井
の
乱
が
お
こ
る
。
古
代
最
ー
黒
潮
の
果
て
の
ア
リ
ュ
ー
ト
（
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
島
か

大
の
乱
で
あ
る
。
そ
の
継
体
天
臭
の
陵
募
と
ー
ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
に
住
む
少
数
民
族
）
の
シ
ー

さ
れ
る
今
城
塚
古
墳
や
聖
徳
太
子
の
時
の
推
ー
カ
ヤ
ッ
ク
だ
が
、
先
の
『
大
王
の
柩
』
の
古
代
船
と
い

古
女
帝
、
さ
ら
に
岡
山
県
・
長
船
町
の
築
山
ー
い
、
共
に
海
を
通
じ
て
ロ
マ
ン
と
ド
ラ
マ
に
あ
ふ
れ

古
墳
（
吉
備
王
）
等
の
石
棺
（
石
の
柩
）
は
肥
後
｛
て
い
る
。

阿
蔀
山
の
石
（
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
~

こ
の
石
は
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る
た
め
阿
絲
の
ピ
一

ン
ク
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
阿
蘇
か
ら
関
西
ま
で
は
一

八
0
0
キ
ロ
、
こ
の
石
が
ど
の
よ
う
に
し
て
運
ば
れ
一

た
の
か
、
そ
こ
に
は
海
と
古
代
王
権
、
そ
し
て
九
州
｛

と
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
と
謎
と
ロ
マ
ン
が
隠
さ
れ
て
い
一

る
筈
で
あ
る
。
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
そ
の
解
一

明
す
る
べ
く
準
備
が
着
々
と
進
行
中
で
あ
る
。
題
し
一

志賀島で復元中の古代船

186 

い
し
い

た
だ
し

祖16年111.企Ii●

1 シーカヤックをつくる
狐襴の果て 櫂北民絞の妓（アリュー

古”冑立●吏賣U● 99 ンフレ9こが2●I
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森
つ
る
のさわ

当
た
り
年
と
な
り
た
る
柿
か
花
が
ら
の
多
に
落
ち
る
を
バ
ケ
ツ
に
拾
ふ

（
評
）
待
た
れ
る
実
り
の
秋
で
あ
る
。
老
木
の
下
で
花
殻
を
拾
う
作
者
の
姿
が
ほ

A

え
ま
し
い
。

大
島
杉
田
纏
子

こ
の
海
の
先
な
る
島
の
沖
ノ
島
海
軍
記
念
日
今
日
遥
拝
す

（
評
）
沖
ノ
島
と
日
本
海
大
海
戦
、
強
国
日
本
の
幕
明
け
の
舞
台
で
も
あ
り
、

地
方
の
人
々
に
は
代
々
語
り
継
が
れ
る
日
で
あ
る
。

王
丸
小
方
玲
子

梅
雨
入
り
の
間
近
か
と
な
り
し
山
あ
い
を
呼
び
合
い
な
が
ら
ホ
ト
ト
ギ
ス
蹄
く

（
評
）
乱
開
発
の
せ
い
か
、
時
鳥
の
飛
来
が
頓
に
減
っ
た
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ

ざ
く
ろ

う
か
、
二
羽
の
声
を
一
度
に
聞
い
た
作
者
が
羨
ま
し
い
。

0
ほ
と
と
ぎ
す
も
う
ゐ
な
く
な
り
う
ぐ
び
す
は
い
ろ
い
ろ
嗚
い
て
石
梱
に
も
来
る

と
馬
場
あ
き
子
さ
ん
も
詠
っ
て
い
る
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

熔
接
の
青
き
烙
を
ま
ぶ
し
み
て
人
影
少
な
き
町
角
ま
が
る

（
評
）
小
さ
な
町
の
小
さ
な
発
見
だ
が
、
一
首
か
ら
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
詩
情
が
立

ち
の
ぼ
る
。

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

四
試
合
捕
手
を
務
め
て
優
勝
旗
斜
め
に
受
け
る
わ
れ
は
両
手
で

（
評
）
チ
ー
ム
で
一
番
重
責
の
捕
手
を
四
試
合
全
部
を
務
め
て
の
優
勝
旗
を
受
け
る

喜
び
が
、
下
句
に
し
っ
か
り
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

ー
池
田
森
龍
子

一
畦
道
に
添
び
て
芽
花
の
穂
は
塵
く
代
掻
き
終
へ
し
田
の
静
も
り
に

ー
（
評
）
田
植
ま
で
の
ひ
と
と
き
の
静
寂
に
あ
る
田
園
、
吹
く
風
も
す
ず
し
気
で
日
本

ー
な
ら
で
は
の
風
景
で
あ
る
。

一
浮
羽
向
則
正

ー
は
じ
め
て
の
乗
馬
体
験
お
の
づ
か
ら
目
線
は
上
が
り
迫
る
由
布
岳

一
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

一
歩
こ
う
会
の
道
に
み
つ
け
し
友
の
家
庭
に
ピ
ン
ク
の
つ
り
が
ね
草
咲
く

田
熊
有
田
ゆ
り
子

ー
朝
の
日
の
右
手
よ
り
差
し
吾
と
影
並
び
て
歩
く
木
立
に
入
る
ま
で

ー
福
間
中
村
勇

一
年
だ
か
ら
乗
る
な
と
言
は
れ
し
自
転
車
を
こ
っ
そ
り
出
し
て
畑
に
急
ぐ

福
間
池
浦
千
鶴
子

一
起
き
ぬ
け
の
碩
き
体
を
右
び
だ
り
曲
げ
伸
ば
し
し
て
立
ち
ぬ
厨
に

ー
田
野
森
甲
子

ー
デ
イ
ケ
ア
よ
り
戻
り
し
妻
を
迎
へ
た
る
夫
は
礼
言
び
背
を
支
へ
ゆ
く

ー
朝
野
藤
井
浩
子

一
夫
と
の
旅
も
し
ば
ら
く
止
め
と
す
る
老
い
猫
の
声
出
な
く
な
り
し
に

日
の
里
石
松
弘
次

梅
雨
さ
な
か
あ
ま
た
の
む
く
げ
掘
れ
止
ま
ず
年
金
法
を
自
公
通
し
ぬ
＿
鐘
崎
安
永
久
子

（
評
）
参
議
院
選
で
国
民
の
結
論
は
出
た
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
人
が
納
得
し
な
い
今
回
ー
梅
雨
あ
め
に
萌
え
立
つ
青
葉
紫
陽
花
の
大
き
花
毬
際
立
ち
て
白
し

の
年
金
法
案
。
上
句
と
下
句
の
イ
メ
ー
ジ
の
つ
な
が
り
は
見
事
で
あ
る
。
＿

日
の
里
大
和
美
由
紀

一
菖
蒲
咲
き
清
し
き
風
に
揺
れ
揺
れ
て
庭
は
優
雅
な
景
色
と
な
り
ぬ

4
 

全

一
選
者
詠
ク

ー
波
先
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
こ
ろ
が
り
て
宍
戸
湖
畔
夕
ぐ
れ
む
と
す

み
づ
す
ま
し

一
濁
り
た
る
馬
洗
池
雨
あ
と
を
及
ぶ
日
差
し
に
水
馬
と
ぶ

一
覗
き
た
る
松
江
の
小
さ
き
骨
董
屋
並
べ
る
皿
は
古
伊
万
里
め
け
り

田

里予

第
五
一
六
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切

こ
の

福
間
森
清

梅
雨
に
入
る
や
る
せ
な
や
妻
入
院
す

光
岡
白
土
凌
一

外
見
れ
ば
青
葉
青
葉
の
夏
の
日
よ

日
の
里
花
田
い
つ
枝

か
の
人
の
忘
れ
傘
か
も
梅
雨
晴
る
る

光
岡
井
上
嘉
治

牽
牛
も
織
女
も
渡
る
天
の
川

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

黎
明
の
雲
海
に
浮
く
九
十
九
島

吉
田
杏
子

光
り
つ
つ
草
に
沈
み
し
蛍
か
な

三
浦
美
千
代

父
を
呼
ぶ
子
の
声
高
し
い
わ
つ
ば
め

田
中
雨
葉

浜
木
綿
に
隠
れ
て
細
し
海
女
の
道

木
原
房
子

五
月
晴
五
岳
の
睛
の
噴
煙
を

編
じ
後
E
-
"□
"
J
R
"

ま
す
。
酒
造
会
社
へ
今
月
号
の
広
告
依
頼
に
伺
う
と
、
「
我

家
と
縁
が
あ
る
の
で
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
こ
と
も
載
せ

て
ほ
し
い
j
と
の
願
い
で
、
そ
こ
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
▼
中

村
研
＿
．
啄
二
兄
弟
。
宗
像
の
生
ん
だ
偉
大
な
画
家
兄
弟
。

『
芸
術
院
会
員
』
と
な
っ
た
唯
一
の
兄
弟
だ
そ
う
で
、
作
品
を

見
た
ら
分
か
る
方
も
多
い
は
ず
で
す
▼
こ
の
二
人
が
尽
力

し
た
、
我
が
国
の
美
を
代
表
す
る
総
合
美
術
展
『
第

3
5

回

日
展
』
が
、
今
月
ハ
日
ま
で
福
岡
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
▼
そ
し
て
福
岡
市
博
物
館
で
は
今
月
二
十
九
日

ま
で
｀
当
大
社
の
御
神
宝
も
出
陳
し
て
い
る
『
秘
め
ら
れ

た
黄
金
の
世
紀
展5
百
済
の
武
寧
王
と
倭
の
王
た
ち
5

』

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
報
『
宗
像
』
も
、
掲
載
す
べ

き
話
題
は
盛
リ
沢
山
で
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
一
）
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